
 
～ 如 月 ～ 

真冬の乾燥した日が続いていますが、２月は和風月名で「如月（きさらぎ）」。衣類を更
に重ねて着るほど寒いころとして「衣更着」とも書きます。しかし寒さとは逆に、梅の花
が咲き始める頃でもあり、寒さの中にも春の兆しを見つけられる季節です。 

２月４日（水）は春の始まりである立春。３日（火）は節分。節分には季節を分ける
という意味があり、豆まきはこの季節の風物詩ですが、各地域によって様々なやり方があ

るようです。教育支援センターでは、入試
関連の言葉を耳にすることが多くなりまし
た。人生の一つの節目となる大切な時期。
一人一人が自分の夢や希望に向かって前向
きに進んでいくことを願っています。

 白岡市教育支援センターだより    第 ９ 号 

 イエス！ 白岡市教育支援センター 

 電話：0480-93-6850 

🔷２月の教育相談日（要予約）🔷 
■教育相談（公認心理師、学校心理士SV） 

 ２月 ４日（水） 9:30 10:45 

 ２月１０日（火）  10:45 【曜日変更】 

２月１８日（水） 9:30 10:45 

２月２４日（火）9:30 10:45 【曜日変更】 

■教育相談（カウンセラー） 

 ２月 ６日（金） 9:30 10:45 

 ２月２０日（金） 9:30 10:45 13:30 

※現在予約が可能な日時です。相談時間は約１

時間、教育支援センターでの対面方式です。 

※相談をご希望される方は、教育支援センター

にご連絡ください。 （ TEL：93-6850 ） 

 

適応指導教室利用手続きについて 

 教育支援センター適応指導教室の利用
につきましては、４月から３月まで（年
度ごとの利用）となり、３月末で今年度
の利用期間が終了となります。令和８年
度の利用につきましては、改めて申請書
の提出が必要となりますので、利用を考
えている方は、学校と相談後に所定の手
続きをしていただきますようお願いいた
します。 

❒長欠・不登校調査結果より❒ 
 文部科学省の令和６年度「児童生徒の問題行動・

不登校生徒指導上の諸課題に関する調査結果」によ

ると、小・中学校の長期欠席者数は、506,970人と

なり、そのうちの不登校児童生徒数が353,970人

で過去最多となりました。増加率は前年度と比較し

て低下しましたが、年々 増加している不登校。増加

の背景としては、コロナ禍以降の保護者や児童生徒

の登校に対する意識の変化や特別な配慮を要する児

童生徒への早期対応への課題等があげられていま

す。学校内外の機関等への相談は９割を超えていま

すが、早期の相談・対応が何より大切です。子ども

のことで何か不安なことがありましたら学校または

教育支援センターに遠慮なくご相談ください。 

１月の相談状況（件数）等 
♦適応指導教室（通室）に関する相談 

 ○小学生・・０件  ○中学生・・２件 

 ○体験通室・・１名 

♦教育相談 

（※公認心理師又はカウンセラーとの直接の対話） 

 ○小・中学生・・２件  ○保護者・・３件 

  


